














オーストラリア・ヴィクトリア長老派教会（the Presbyterian Church of Victoria, Australia、通
称、オーストラリア長老派教会、以下 PCV と略す）は、1889 年にデイビース牧師（Rev. J. H. 
Davies）を朝鮮へ派遣し、1891 年に釜山でオーストラリア長老派教会朝鮮ミッション（Australian 
Presbyterian Mission in Korea、以下、APMK と略す）を開いた。APMK の宣教師たちは、PCV
傘下の青年連合会（Young Men’s Fellowship Union、1884 年に結成、以下 YMFU と略す）やヴィ





Presbyterian Board of Mission）より、朝鮮宣教の歴史をまとめた『オーストラリア長老派教会朝
鮮ミッション、1889-1941』が出された
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た PWMU の資料などを用いる。PWMU は 1905 年 11 月から、The Chronicle of the Presbyterian 






The Christian Review and Messenger of the Presbyterian 
Church of Victoria（1860 ～ 1877）で、それ以後、数
回に亘って改称された。女性宣教師関係は、主に
The Presbyterian Monthly: the organ of the Presbyterian 
Churches of Victoria and Tasmania（1894～1899）、
The Messenger of the Presbyterian Churches of Victoria 




PCV は、設立当時（1859 年）、海外宣教委員会（Foreign Mission Committee）を立ち上げ、オー
ストラリア原住民、中国人移民者、ニューヘブリディーズ諸島（New Hebrides）の住民を対象に
宣教活動を始めたが、東アジアなどへの海外宣教は開始しかねていた。しかし、デイビース牧師























た PWMU の資料などを用いる。PWMU は 1905 年 11 月から、The Chronicle of the Presbyterian 






The Christian Review and Messenger of the Presbyterian 
Church of Victoria（1860 ～ 1877）で、それ以後、数
回に亘って改称された。女性宣教師関係は、主に
The Presbyterian Monthly: the organ of the Presbyterian 
Churches of Victoria and Tasmania（1894～1899）、
The Messenger of the Presbyterian Churches of Victoria 




PCV は、設立当時（1859 年）、海外宣教委員会（Foreign Mission Committee）を立ち上げ、オー
ストラリア原住民、中国人移民者、ニューヘブリディーズ諸島（New Hebrides）の住民を対象に
宣教活動を始めたが、東アジアなどへの海外宣教は開始しかねていた。しかし、デイビース牧師


































して 1910 年代に APMK に加わった二人の女性宣教師（M. S. Davies & E. J. Davies）の伝記の中
に触れられた。英国国教会大執事であるウルフ（J. H. Wolfe）は、釜山に中国人宣教師を送って
ミッションを開こうとしたが、イギリスの教会宣教協会（the Church Mission Society）から援助































カナダ長老派教会（1898 年）なども次々と宣教師を送った。このように APMK は、朝鮮宣教の
開始においてそれほど後れを取らなかったものの、管轄地域が他の教派より狭小で、後に記述す
るように、教育事業（学校数、生徒数）なども、他の教派に比べ小規模であった。
ここで、宣教師の活動をはじめて詳細に記した 1917 年度の『APMK の年次報告（抜粋版）』か
ら彼らの活動についてまとめてみよう
19




1917 年度、APMK の構成員は、牧師 12 人、既婚の女性宣教師（牧師の配偶者）10 人、未婚の
女性宣教師 14 人である。既婚の女性宣教師には準会員（Associate Member）の資格が付与され、
未婚の女性宣教師と区別されていた。同年度の会長はマックラレン牧師（Rev. C. I. McLaren）、
書記はエンゲル牧師（Rev. G. Engel）、会計はライト牧師（Rev. A. C. Wright）が就任しており、
合計 36 人の宣教師のうち、5人はサバティカルをとっていた。











? ??The Chronicle?? ????????????
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最後の居昌ステーションには 5人が所属した。ケリー牧師（Rev. J. T. Kelly）は、朝鮮語を学習
26( 　 ) ─　　─87
するかたわら、主任牧師として多数の教会を受け持ち、同ステーションの会計の役割も担った。
ケリー夫人は、同じく朝鮮語を学習しながら、教会の女性班の責任者になっており、他の各種の
























カレル夫人（Mrs. Currell）と私は、日曜学校の女性班を 2 クラスに分けた。カレル夫人は
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また、1894 年から 1914 年まで朝鮮で活動したアダムソン牧師（Rev. A. Adamson）は、1907 年
にメルボルンに戻り、釜山から満州にまで鉄道が敷設されたことを高く評価しながら、現地のメ
ディアに次のように話した。「日本人の不屈の精神は、朝鮮半島においてもその力を発揮してい








































































































































































? ??The Missionary Chronicle??
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である。APMK の女性宣教師は 1893 年に女子教育を始めたが、（表 3）の教育統計は資料の関係上、
1911 年度以降になっている（欠落年度あり）。中等学校（4カ年の修学課程で、7 ～ 10 年次の教
育が行われる学校）が設置される（1925 年）以前、1922 年度における初等学校（4年次までの学校）
は、17 校（生徒数 2,399 人）、高等科が設置された初等学校（時期によって修学期間 6～ 8年）は、
2校（男子校 1校と女子校 1校）であった。1920 年度に高等科が設置された初等学校は 5校もあっ
たが、そのうち、3校は 4年次までの初等学校に戻されたようである。
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者が急増したが、APMK は 1940 年に神社参拝問題で教育事業から手を引くことを決め、この女
子校を朝鮮人に売却した。




























朝鮮宣教開始年 1885 1896 1884 1892 1889 1898
????
学　校　数 1





学　校　数 5 3 5 5 1 4 23
生　徒　数 564 299 326 220 129 141 1,679
教　師　数 44 33 36 19 12 41 185
????
学　校　数 47 10 204 57 3 12 333
生　徒　数 4,078 1,302 4,432 2,130 508 1,147 13,597
教　師　数 147 50 84 79 18 34 412
??学　校　数 53 13 209 62 4 16 357
学　生　数 4,752 1,601 4,758 2,350 637 1,288 15,386
教　師　数 203 83 120 98 30 75 609
注：女子中等：7年次～、女子初等：6年次まで
出所： Protestant Evangelical Missions in Korea, Sixteenth Annual Meeting of the Federal Council of Protestant 
Evangelical Missions in Korea, 1927.
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??? ????????? ??? ????????? ??? ????????? ?? ?? ??
1911 7 200 138 338 1 － 7 7 － － － － 14 5 19
1916 17 536 225 761 4 188 243 431 － － － － 29 21 50
1917 7 192 139 331 5 218 292 510 － － － － 29 22 51
1918 9 199 111 310 5 256 334 590 － － － － 24 29 53
1919 6 138 102 240 4 177 318 495 － － － － 19 22 41
1920 5 262 140 402 5 360 493 853 － － － － 22 22 44
1922 17 1,351 1,048 2,399 2 139 84 223 － － － － 27 23 50
1925 5 410 569 979 － － － － 2 107 97 204 69 61 130
1928 5 281 546 827 － － － － 2 143 126 269 60 54 114
1929 4 229 706 935 － － － － 2 88 136 224 56 77 133
1930 4 170 615 785 － － － － 2 97 119 216 62 120 182
1931 4 214 695 909 － － － － 2 65 109 174 101 116 217
1932 4 190 706 896 － － － － 2 38 115 153 64 91 155
1933 4 170 732 902 － － － － 2 35 112 147 66 73 139
1934 4 195 790 985 － － － － 2 8 122 130 56 71 127
1935 4 221 832 1,053 － － － － 2 32 144 176 71 85 156
1936 4 266 881 1,147 － － － － 2 28 165 193 45 76 121
1937 4 320 1,082 1,402 － － － － 2 23 173 196 47 85 132
1938 4 296 963 1,259 － － － － 2 40 180 220 42 79 121
1939 4 285 899 1,184 － － － － 1 － 192 192 49 79 128
1940 1 － 120 120 － － － － － － － － 26 51 77
出所： Annual Reports of the Australian Presbyterian Mission, 1911 & Extracts from the Records of the Australian 
Presbyterian Mission in Korea, 1916-1940




























の女子校は 1909 年に高等科（4 カ年）を持つ初等教育機関（8 カ年の修学課程）として発展し、
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学校数 生徒数 学校数 生徒数
1925 1 15 33 1,286
1928 1 23 25 833
1929 1 20 24 726
1930 1 28 44 1,179
1931 1 52 43 1,479
1932 1 46 29 1,074
1933 1 46 30 1,136
1934 1 70 15 943
1935 1 20 19 1,193
1936 2 105 12 925
1937 2 127 11 882
1938 2 137 7 635
1939 2 138 8 872
1940 2 137 13 1,150
出所：（表 3）と同じ。
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